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1. 業務概要 

 1.1 業務目的 

本業務は、尾張旭市の「防災・減災行動の質の向上」のために、建物情報等の関連デ

ータの最新版を取得し、既往の地震動想定結果を用いて、建物情報における地震被害想

定（建物被害・人的被害）を行い、尾張旭市内の地域の危険性を把握するとともに、事

前の予防対策や地震発生後の応急活動体制の強化を図るための基礎資料を作成すること

を目的とする。 

 

 1.2 業務内容（地震被害想定（建物被害・人的被害）） 

（1）基礎資料の収集 

 被害想定（建物被害・人的被害）に必要な建物と人口データを収集・整理する。 

 なお、資料については発注者側より提供していただく。 

 ここで、建物被害想定の基礎資料として、建物データについては固定資産課税台

帳等の最新版を用いて、構造別、建築年代別、階層別、耐震化の有無の建物棟数を

整理する。 

 また、人的被害想定のための基礎資料として、国勢調査結果、住民基本台帳等の

最新版を用いて、人口について整理する。 

（2）地震動による被害の想定条件 

 想定地震動は、以下の６地震動とし、被害予測単位は、建物単位、町丁目単位、

小学校単位、小中学校単位とする。 

（ｱ）猿投－高浜断層帯地震 

（ｲ）東海・東南海連動地震 

（ｳ）東海・東南海・南海三連動地震 

（ｴ）南海トラフ巨大地震（過去最大） 

（ｵ）南海トラフ巨大地震（理論最大：東側ケース） 

（ｶ）南海トラフ巨大地震（理論最大：陸側ケース） 

（3）建物位置での地震動の推定 

（3）建物位置での地震動の推定 

 平成２６年度に実施した「尾張旭市地震危険度マップデータ作成業務及び地震被

害想定業務委託」における地震動予測結果から、「地震動予測方法及びその評価方

法（特許番号４０６０７８４号９）」を用いて各建物位置での地震動を推定する。 

（4）建物被害の想定 

 地震動による建物被害（全壊・半壊）を想定する。建物被害については、建物の

構造（木造、非木造（鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造、軽

量鉄骨造等））・建築年代・階層に分類して設定した被害率より建物ごとの被害状況

を判定したうえで、全壊棟数、半壊棟数を想定する。 

（5）人的被害の想定 

 建物被害の想定結果から、死者数と負傷者数の想定を行う。また、避難者数につ

いては水道機能被害率を加味して想定を行う。 
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 1.3 業務報告書の作成及びＧＩＳデータの整理 

本業務の調査結果及び想定結果をとりまとめて報告書及び電子データを作成する。 

また、本委託で作成するＧＩＳデータは、Shape 形式で整理する。 

 

1.4 防災アドバイザー 

本業務の実施にあたっては、尾張旭市の防災アドバイザーに専門的なアドバイス

を求めながら作業を進めるものとする。 

 

2. 実施フロー 

 実施フローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

業務計画 

成果品作成（報告書作成等） 

納  品 

契  約

審査１ 

設計検証

地震被害想定 

妥当性の確認

(1) 基礎資料の収集・整理 
 
(2) 地震動による被害の想定条件整理 
 
(3) 建物位置での地震動の推定 
 
(4) 建物被害の想定 
 
(5) 人的被害の想定 

審査２ 

平成 26 年度 

地震動予想結果 

1-3



 

3. 使用する主な図書及び基準 

使用する主な図書及び基準を以下に示す。 

(1) 尾張旭市地震危険度マップデータ作成業務及び地震被害想定業務委託  

報告書 平成 27年 3 月 

(2) 尾張旭市建築物耐震改修促進計画（改訂版） 平成 28 年 3月 尾張旭市 

(3) その他の業務に関連する法律、指針等 
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1. 建物等の現況把握 

建物被害想定の基礎資料とするため、課税対象の建築物については固定資産課税台帳、

非課税の建築物については公共建築物施設台帳等に基づき建物データベースを作成する。 

 

1.1 固定資産課税台帳 

固定資産課税台帳（以下、課税台帳という。）は、2016 年 1月 1 日時点のものを用いる。 

課税台帳には、全体で 37,340 件のデータが収録されている。 

被害想定に当たっては、建物位置が特定できたものを算定対象とし、同一建物の区分

所有は 1棟として算定を行う。 

また、市が実施している耐震診断、耐震改修の実績データを基に、診断または改修時

の耐震評点が判明している建物については、その評点を被害想定に反映さることとする。 

 

1.2 公共建築物施設台帳 

公共建築物施設台帳は全体で 507 棟のデータが収録されている。 

耐震診断や耐震改修により耐震性が確保されている建物については、その点を被害想

定に反映さることとする。 

 

収集した建物データについて、H26 年度と今回（H28 年度）の比較を下表に示す。 

課税台帳、公共施設台帳とも H26 年度から建物数が増加しており、全体で約 500 棟の

増加となっている。 

 

表 2-1 建物データ（H26 年度との比較） 

 

 

  

年度 資料名 年　月
全データ数

（棟）
増減
（棟）

課税台帳 H26.01.01時点 36,982 -

公共施設台帳 H26.07.29時点 379 -

合計 37,361 -

課税台帳 H28.01.01時点 37,340 358

公共施設台帳 Ｈ29.03.02時点 507 128

合計 37,847 486

H26年度

H28年度
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2. 上水道施設の現況把握 

避難者数想定の基礎資料とするため、上水道について現況を整理する。 

被害想定の計算対象となるφ50mm 以上の管路総延長は 385.7km（H26 年度は 384km）と

なっている。 

 

 

 

図 2-1 上水道管路網 
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3. 人口・世帯数の現況把握 

人口・世帯数は、「尾張旭市の統計 平成 28 年版」のデータを用いる。 

総人口は 82,757 人、総世帯数は 33,936 世帯となっている。 

 

 

（出典：尾張旭市の統計 平成 28年版） 
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収集した人口データについて、H26 年度と今回（H28 年度）の比較を下表に示す。 

H26 年度から人口が増加しており、全体で約 1,000 人の増加となっている。 

 

 

表 2-3 人口データ（H26 年度との比較） 

 

 

年度 資料名 年　月
全データ数

（人）
増減
（人）

H26年度 尾張旭市の統計 H25.03.31時点 81,792 -

H28年度 尾張旭市の統計 H28.03.31時点 82,757 965
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1. 被害想定の前提 

1.1 想定地震動 

愛知県では、「愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査結果」を平成 26

年 5 月に公表しており、南海トラフ巨大地震（過去最大）を対象として被害想定を行っ

ている。一方、尾張旭市においては、内陸直下型で大きな揺れが予想される猿投-高浜断

層帯地震による影響が大きいと考えられる。 

したがって、被害想定では、下記の①②の地震を対象とする。 

なお、③～⑥については参考資料に示す。 

 

①南海トラフ巨大地震（過去最大） 

②猿投-高浜断層帯地震 

③南海トラフ巨大地震（理論最大・陸側ケース） 

④南海トラフ巨大地震（理論最大・東側ケース） 

⑤東海・東南海地震（２連動） 

⑥東海・東南海・南海地震（３連動） 

 

 

図 3-1 計測震度分布 

（左：南海トラフ巨大地震（過去最大）、右：猿投-高浜断層帯地震） 

 

1.2 被害の予測単位 

被害想定は、市域全体での分布の把握および街区単位等での把握を考慮し、50ｍメッ

シュおよび町丁目単位で予測を行う。 
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2. 建物位置での地震動の想定 

2.1 建物位置の特定 

建物被害を算出するにあたり、当該建物がどのメッシュに属しているかを割り当てる

必要がある。 

ここでは、課税台帳に収録されている住所から、各建物の緯度経度を取得し、その緯

度経度が属する 50m メッシュへ割り当てを行う。 

 

 

2.2 人口データの建物への割り当て 

人的被害を算出するにあたり、人口データは、建物構造に関わらず建物用途が「住宅」

の用途に供される建物に割り当てることとする。 

ここでは、居住者数は建物の延床面積に比例すると仮定して、尾張旭市の総人口を住

宅の延床面積に応じて 1棟ずつに按分する。 
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3. 物的被害の想定 

3.1 建物被害 

(1) 被害想定フロー 

建物被害棟数の算出方法は、想定される地震動の分布及び建物分布に対し、被害率を

乗ずることで、全壊・半壊に該当する建物被害棟数を算出する。 

愛知県が平成 26 年 5 月に策定した「平成 23 年度～25 年度 愛知県東海地震・東南海

地震・南海地震等被害予測調査報告書」（以下、「愛知県の手法」という）より、建物の

被害想定フローを以下に示す。 

ここで、入力レベルに応じた被害率は、建物構造、年代等で異なることから、それら

を分けて想定する必要がある。 

 

 

 

図 3-2 建物の被害想定フロー 

（出典：「平成 23年度～25年度 愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査報告書」平成 26年 5月 愛知県） 
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(2) 木造建物の被害想定手法 

木造建物の被害想定は、「尾張旭市建築物耐震改修促進計画」（平成 20年 3 月）で示さ

れている手法を基本として、全壊・半壊建物棟数を算出する。 

当該手法では、耐震診断・耐震改修の結果得られた耐震評点（耐震評点が不明なもの

は建築年から推定した耐震評点）と震度と被害の関係による推定手法（中嶋・岡田、2008）

によって被害棟数を推定している。今回は、建築年による耐震評点の推定において尾張

旭市の良好な地盤特性を考慮し、さらに過去の地震被害による震度と被害率の関係を考

慮し、全壊・半壊建物棟数を推定した。 

被害想定のフローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 木造建物の被害想定フロー 

  

耐震評点－震度－損傷度の関係式 

建築年次別の耐震評点分布 

建築年次別建物棟数 

全壊 

半壊 

一部破損 

中嶋・岡田「実態を反映させた家屋単位の市町村レベル耐震化戦略耐震化戦略評価手法の提案」 
日本建築学会東海支部研究報告書 

耐震評点

耐震診断・耐震改修

により、耐震評点が

得られた建物 

岡田・高井「木造建築物の損傷度関数の提案と地震防災への適用」日本建築学会構造系論文集に加筆 

震度分布 

全壊・半壊棟数 

耐震評点が不明な建物
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(3) 鉄骨造建物の被害想定手法 

鉄骨造建物の被害想定は、愛知県の手法を用いて全壊・半壊建物棟数を算出する。 

これは、兵庫県南部地震における神戸市灘区の鉄骨造建物被害データに基づくもので、

建物階数３区分（1-2 階建／3-4 階建／5階以上）ごとに、地表最大速度（PGV）を横軸と

する被害率を設定したものである。 

なお、半壊建物棟数については、全半壊棟数と全壊棟数の差分から求めることとする。

（以下、他の構造の半壊棟数も同様） 

 

 

 

図 3-4 鉄骨造建物の被害率 

（上：1981 年以前、下：1982 年以降） 
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(4) 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造建物の被害想定手法 

鉄筋コンクリート造および鉄骨鉄筋コンクリート造建物の被害想定は、愛知県の手法

を用いて全壊・半壊建物棟数を算出する。 

これは、兵庫県南部地震における神戸市灘区の鉄筋コンクリート造建物被害データに

基づき、階数３区分（3-4 階建／5-6 階建／7 階建以上）ごとに、地表最大速度（PGV）を

横軸とする被害率を設定したものである。 

 

 

 

 

図 3-5 鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造建物の被害率 

（上：1971 年以前、中：1972-1981 年、下：1982 年以降） 
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(5) 軽量鉄骨造、軽量鉄骨プレハブ造建物の被害想定手法 

軽量鉄骨造および軽量鉄骨プレハブ造建物の被害想定は、愛知県の手法を用いて全

壊・半壊建物棟数を算出する。 

これは、兵庫県南部地震における芦屋市・宝塚市・西宮市・伊丹市における軽量鉄骨

造と軽量鉄骨プレハブ造の被害データに基づき、地表最大速度（PGV）を横軸とする被害

率を設定したものである。 

 

 

図 3-6 軽量鉄骨造、軽量鉄骨プレハブ造建物の被害率 
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(6) 液状化による被害想定手法 

液状化による被害想定は、愛知県の手法を用いて全壊・半壊建物棟数を算出する。 

これは、日本海中部地震における八郎潟周辺や能代市などの被害事例、東北地方太平

洋沖地震における千葉県浦安市や茨城県潮来市日の出地区などの被害事例から設定した

ものであり、液状化による地盤沈下量を横軸として被害率を設定したものである。 

 

  

  

  

図 3-7 液状化による被害率 
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3.2 上水道被害 

(1) 上水道管路の被害想定手法 

上水道管路の被害想定は、愛知県の手法を用い、下図のフローに基づき実施する。 

 

 

図 3-8 上水道管路の被害想定フロー 

 

 

管路被害は、「管種・継手」、「口径」、「布設されている箇所の微地形分類」と、地震動

の強さを表す「地表最大速度」から、次頁に示す予測式に基づき、地震発生時に管路１

km に対する被害箇所を表す「管路の推定被害率（件/km）」を算出する。 
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表 3-1 上水道管路の被害予測式 

 

 

 

出典：「地震による管路被害予測の確立に向けた研究報告書 平成 25年 3月 公益財団法人 水道技術研究センター P.4」 
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避難者数の想定に係る断水率の算出方法は以下に基づき実施する。 
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4. 人的被害の想定 

4.1 死者数 

死者数については、愛知県の手法を用い、建物全壊棟数を基に算出する。 

被害想定のフローを以下に示す。 

 

 

 

 

図 3-9 死者数の被害想定フロー 
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4.2 負傷者数 

負傷者については、愛知県の手法を用い、建物全壊棟数および全半壊棟数を基に重傷

者数と負傷者数を算出する。 

重傷者数の被害想定のフローは、以下に示す通りである。 

 

 

 

 

図 3-10 重傷者数の被害想定フロー 
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負傷者の被害想定のフローは、以下に示す通りである。 

 

 

 

図 3-11 負傷者数の被害想定フロー 
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4.3 避難者数 

避難者数については、愛知県の手法を用い、「建物被害による避難者」と「建物被害に

よる避難者を除く断水による避難者」を足し合わせて算出する。 

被害想定フローは、以下に示す通りである。 

 

 

 

図 3-12 避難者数の被害想定フロー 
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5. 被害想定結果 

被害想定結果の一覧を以下に示す。 

マップについては、参考資料に示す。 

 

表 3-2 被害想定結果一覧 

 

 

 

南海トラフ 南海トラフ 南海トラフ 東海・東南海 東海・東南海 猿投-高浜

過去最大 理論最大 理論最大 ・南海

陸側 東側 ２連動 ３連動

8.7 9.0 9.0 8.3 8.7 7.7

6弱 6弱 6弱 5強 5強 7

死者 17 66 15 4 2 100

負傷者 426 1,303 384 136 80 1,915

全壊 418 1,564 372 113 59 2,505

半壊 1,052 2,643 978 363 199 3,293

8,262 13,404 8,060 1,890 282 15,884

4,131 6,702 4,030 945 141 7,942

393.589 393.589 393.589 393.589 393.589 393.589

172.773 484.638 169.649 25.340 2.366 694.102

0.419 1.178 0.413 0.062 0.006 1.764

直後 0.849 0.967 0.845 0.203 0.006 0.981

1日後 0.554 0.806 0.549 0.116 0.008 0.863

7日後 0.337 0.500 0.333 0.068 0.005 0.539

1ヶ月後 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

断水率(％)

最大避難者数（人）

うち避難所への避難者数（人）

管路延長(km)

被害箇所数(件)

被害率(件/km)

地震の規模

本市の震度

人的被害
（人）

建物被害
（棟）
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  参考資料-1 木造建物の被害想定手法 

 

 

A-1



A-2



A-3



A-4



A-5



A-6



A-7



A-8



A-9





 

 

  参考資料-2 ６地震動の被害想定結果 

 

B-1



被害想定結果一覧

南海トラフ 南海トラフ 南海トラフ 東海・東南海 東海・東南海 猿投-高浜

過去最大 理論最大 理論最大 ・南海

陸側 東側 ２連動 ３連動

8.7 9.0 9.0 8.3 8.7 7.7

6弱 6弱 6弱 5強 5強 7

死者 17 66 15 4 2 100

負傷者 426 1,303 384 136 80 1,915

全壊 418 1,564 372 113 59 2,505

半壊 1,052 2,643 978 363 199 3,293

4 14 5 3 2 40

8,262 13,404 8,060 1,890 282 15,884

4,131 6,702 4,030 945 141 7,942

393.589 393.589 393.589 393.589 393.589 393.589

172.773 484.638 169.649 25.340 2.366 694.102

0.419 1.178 0.413 0.062 0.006 1.764

直後 0.849 0.967 0.845 0.203 0.006 0.981

1日後 0.554 0.806 0.549 0.116 0.008 0.863

7日後 0.337 0.500 0.333 0.068 0.005 0.539

1ヶ月後 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

建物被害
（棟）

人的被害
（人）

うち避難所への避難者数（人）

最大避難者数（人）

本市の震度

地震の規模

炎上出火件数（件）

断水率(％)

被害率(件/km)

被害箇所数(件)

管路延長(km)
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1:50000

全壊建物棟数（棟）

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-3

【５０ｍメッシュ】



1:50000

全壊建物棟数（棟）
-

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-4

【５０ｍメッシュ】



1:50000

全壊建物棟数（棟）

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-5

【５０ｍメッシュ】



1:50000

全壊建物棟数（棟）

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-6

【５０ｍメッシュ】



1:50000

全壊建物棟数（棟）
２

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-7

【５０ｍメッシュ】



1:50000

全壊建物棟数（棟）
３

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-8

【５０ｍメッシュ】



1:50000

全壊建物棟数（棟）

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-9

【町丁目】



1:50000

全壊建物棟数（棟）
-

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-10

【町丁目】



1:50000

全壊建物棟数（棟）

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-11

【町丁目】



1:50000

全壊建物棟数（棟）

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-12

【町丁目】



1:50000

全壊建物棟数（棟）
２

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-13

【町丁目】



1:50000

全壊建物棟数（棟）
３

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-14

【町丁目】



1:50000

半壊建物棟数（棟）

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-15

【５０ｍメッシュ】



1:50000

半壊建物棟数（棟）
-

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-16

【５０ｍメッシュ】



1:50000

半壊建物棟数（棟）

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-17

【５０ｍメッシュ】



1:50000

半壊建物棟数（棟）

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-18

【５０ｍメッシュ】



1:50000

半壊建物棟数（棟）
２

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-19

【５０ｍメッシュ】



1:50000

半壊建物棟数（棟）
３

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-20

【５０ｍメッシュ】



1:50000

半壊建物棟数（棟）

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-21

【町丁目】



1:50000

死者数（人）
-

0 0.1
0.1 0.2

0.2 0.3
0.3 0.4

0.4 0.5
>= 0.5

B-22

【町丁目】



1:50000

半壊建物棟数（棟）

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-23

【町丁目】



1:50000

半壊建物棟数（棟）

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-24

【町丁目】



1:50000

半壊建物棟数（棟）
２

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-25

【町丁目】



1:50000

半壊建物棟数（棟）
３

0 5
5 10

10 15
15 20

20 25
>= 25

B-26

【町丁目】



1:50000

死者数（人）

0 0.01
0.01 0.02

0.02 0.03
0.03 0.04

0.04 0.05
>= 0.05

B-27

【５０ｍメッシュ】



1:50000

死者数（人）
-

0 0.01
0.01 0.02

0.02 0.03
0.03 0.04

0.04 0.05
>= 0.05

B-28

【５０ｍメッシュ】


